
活動実践を行っているかということがわかった」

など，目標・目的の共有ができてきていることが

分かった。また，その上で「保護者や地域ででき

ることを考えたい」という前向きな意見も見られ，

共に取り組むコミュニティ・スクールとしてのよ

さを感じてきていることがうかがえた。共起ネッ

トワーク図（図７）からも「子ども」を中心とし

ながら，活動や取組を知ったり，内容を理解した

りする上で，地域合同研修会がよい機会となった

ことがうかがえる。

また，第４回の学校運営協議会では，表 のよ

うな意見も見られ，一体的推進を進めてきたこと

により，地域連携カリキュラムを通して子どもの

育成を図っていくという意識を高めることができ

ることにつながった。

８ 成果と課題

【成果】

○地域連携カリキュラムをマネジメントしていく

上で，計画・実施・評価・改善の活動を研修計

画に位置付け，そこに地域学校協働活動推進員

を関わらせたことは，教職員の当事者意識を高

め，実践に結び付けようとする態度を生み出す

ことにつながった。

○地域学校協働活動の ・ 段階として

地域合同研修会を実施したことは，保護者や地

域住民への理解を図ったり，成果や課題を共有

したりする上で有効であった。

○推進員会議を定期的に行い，そこでの課題と学

校運営協議会での熟議題を関連付けたことは，

一体的推進を生み出す上で有効であった。

【課題】

○地域連携カリキュラムの継続のために，研修部

との連携を図っていく必要がある。

○地域学校協働活動の活動実践を，学校だけでな

く地域や家庭の方まで広げ，地域と子どもたち

との関わりを増やしていく必要がある。
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地域連携カリキュラムの活動に，たくさんの や保護

者が参加できるようになったことを嬉しく思います。

子どもの学んだ内容についてアウトプットする場面を

是非たくさんの方に見てもらうことができれば，地域

連携カリキュラムの存在も，保護者に知ってもらえま

すし，コミュニティ・スクールとしての進捗状況の評

価にも生かせるのではないかと思います。
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本研究は，ミドル層教員(教職経験７～13 年目)を中心とした中核教員育成研修をマネジメン

トすることを通して，学校を活性化する人材育成の在り方を究明することを目的としている。

学年主任を中心とするミドル層教員が，学校運営に参画できるよう，自律的な研修の場を設定

し，校内での新たな取組について企画・運営していく文化を校内に醸成していく。ミドル層教

員が，学校の抱える教育課題の解決に向け，PDCA サイクルと OODA ループを循環させながら実

践を重ねることで，中核教員としての自覚と学校運営に参画する意識の向上をめざした。その

結果，中核教員としての資質・能力に向上が見られた。また，学年部で協働していくことの有

効性をミドル層教員が実感するという成果も見られた。 
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１ 主題設定の理由 

 
(1)国や県の現状から 
 平成 27 年 12 月 21 日に出された，中央教育審

議会答申「これからの学校教育を担う教員の資質

能力の向上について」においては，「近年の教員の

大量退職，大量採用の影響等により，教員の経験

年数の均衡が顕著に崩れ始め，かつてのように先

輩教員から若年教員への知識・技能の伝承をうま

く図ることができない現状があり継続的な研修を

充実させていくための環境整備を図るなど，早急

な対策が必要である。」と述べられている。１） 
平成 17 年に文部科学省より出された「マネジ

メント研修カリキュラム等開発会議」では，ミド

ルリーダーを，「『教育者としての使命感』をベー

スにもち，学校に期待される目的・目標を達成す

るための 『学校におけるキーパーソン』」と示し，

教職員に対して，実際に影響力を持っている人ま

たは人々と説明している。例えば「主任や学年部

会のリーダー」「教職員の仕事上の課題達成に必要

な専門的な知識・技術あるいは情報を持っている

教員」「他の教職員の仕事や私生活の悩みごとの相

談に積極的に応じているベテラン教員」と記し２），

ミドルリーダーを主任から教員までの幅広い概念

で捉えており，その果たす役割が明示されている。 
福岡県では，福岡県教職員育成指標が策定され，

それぞれの教員に求められる資質・能力がキャリ

アステージごとに，６つの段階にまとめられてい

る。育成指標の内容としては，自己のキャリアを

見通すための目安として，ベテラン教員から若手

教員まで身に付けておくべき事項の基準が示され

ており，それぞれの段階での役割を明確に示して

いる。このような現状から，まず，教員の資質能

力の向上のために研修体制を整えることが必要で

あると考える。そして，自らの課題を明確にし，

同僚と共に支え合いながら日常的に学び合う校内

研修を充実させ，自律的に学ぶ環境を整えること

が重要である。その中で，ベテラン教員の教育観

や指導技術をミドル層教員や若年教員に継承して

いくことや，ミドル層教員を中核教員として育成

することが，学校運営において喫緊の課題となっ

ている。 
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(2)在籍校の実態から 
在籍校は，学級数13(特別支援学級２学級を含

む)の中規模校である。地域・保護者の学校に対

する関心は非常に高く，学校行事などの参加や協

力体制は整っている。 

近年の採用人数増加により，若年・ミドル層教

員の割合が多い。本年度，学級担任の年代別構成

は20代２名，30代７名，40代２名，50代２名とな

っており，学級担任の経験年数は，１～６年が５

名，７～13年が６名，14年以上が２名となってい

る。職場の環境としては，全職員で協働して物事

にあたる姿が見られる。また，研修や自己の資質

向上に関して，意欲的な教員が多い。しかし，組

織的・計画的な研修体制が確立されているとは言

い難い状況である。また，学校運営への参画意識

は低く，課題を捉え，解決に向けた自主的・自律

的な行動が十分に身に付いているとは言い難い。 

これらのことを踏まえ，ミドル層教員(教職経

験７～13年目の教員)が自己研鑽のできる研修会

を設定すれば，教員としての資質・能力の向上に

つながり，学校運営の要としてリードしていく中

核教員へと成長し，学校を活性化することが在籍

校の経営課題ととらえた。 

 
２ 研究主題・副題の意味 

 
(1)「学校を活性化する」とは 
「学校を活性化する」とは，学校の教育目標達

成に向け，教員が教職経験や教育実践を通して身

に付けた知識・技能を活用して組織を機能させる

ことである。 

(2)「中核教員育成」とは 
「中核教員育成」とは，ミドル層教員が，学校の

教育目標に向けて校務運営に積極的に携わること

は勿論，若年教員を育てていくなど自己の役割を

明確に捉え，校務の要となる人材に成長したリー

ダーを育成することである。それは，自己のキャリ

アステージを見据え，高いモチベーションで職務

に当たり，学校運営に貢献できる人材であると考

える。 
マネジメント研修カリキュラム等開発会議では,

ミドルリーダーに求められる役割について，以下

の表１の４点を挙げている。とくに，ミドルリーダ

ーとして求められる４つの資質・能力である「学校

ビジョンの構築への参画」や「職場の活性化」，「同

僚教職員への指導」，「学校外部との折衝・対応」を

身に付けた中核教員を育成する。 

 
①学校ビジョン構築への参画と教育活動の推進 

学校ビジョンに，積極的に関与・意見具申し，学校 
全体の視点から，自分が取り組むべき課題の明確化と 
実現のシナリオを描く役割 
②職場の活性化 
 学校内外の資源を効果的に活かし，管理職や同僚教 
職員とともに，学校の組織を活性化する役割 
③同僚教職員への指導・育成 
 自らと同僚の教職員の能力を向上させ，教職員と 
しての成長を促進させる役割 
④学校外部との折衝・対応 
 学校での活動の効果を上げるため，学校外部との 
協働ネットワークを築く役割 
ミドル層教員は，学校のキーパーソンとして，

組織運営に対する高い意識を持った上で，表１の

ような役割が求められる。この役割を果たすこと

で，中核教員へと成長し，学校の活性化につなが

ると考える。つまりミドル層教員が学校の要とし

て組織運営に積極的に携わっていく「中核教員」

として成長するための研修を，組織的・計画的に

行うことは，学校を活性化していく上で大変意義

深いと考える。 
(3)「ミドル層が自己研鑽する」とは 

ミドル層教員が，自らの課題を捉え，自己研鑽

を重ね，学校運営の要となる「中核教員」として

成長するために自らの職責を自覚し，主体的に研

鑽を積むことである。本校の実態として，学年主

任のうち半数以上はミドル層教員が務め，範を示

し，若年層に意欲的・協力的な働きかけをしたい

という思いを持っている。また，ベテラン教員か

ら知識や技術を学びたいという意識が非常に高い。

この向上心を生かしながら，ミドル層教員を中心

として研修を行うことで，ベテラン教員や若年教

員と関わりながら，資質・能力の向上を図ること

ができると考える。 

(4)「中核教員育成研修」とは 
「中核教員育成研修」とは，６名の学年主任によ

って構成される「リーダー研修会」と，リーダー研

修会で立てた目標や企画を，学年部において迅速

かつ柔軟に対応しながら，実践・評価・改善を行う

「学年部研修会」の２つのワークショップ型研修

会のことである。「リーダー研修会」では，学校や

学年部の課題解決のための方策について議論した

り，共通実践などについて協議したりする場であ

る。「学年部研修会」とは，リーダー研修会で立て

た方策を，実践に移すだけでなく，学年主任が協議

表１ 学校におけるミドルリーダーの役割 
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表１ 学校におけるミドルリーダーの役割 

 

 

図１ 中核教員育成研修の組織図 

した内容について，よりよいものに発展させてい

く場である。そして，学年部研修会で同僚教員から

出された意見や課題を集約し，再度リーダー研修

会で議論を深め，提案していくというサイクルを

とる。（図１）。ミドル層による自律的な研修会の

運営を通して，学校の活性化を図り，中核教員とし

ての資質・能力の向上を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リーダー研修会と学年部研修会の組織的，計画

的な運営を行うことができるよう，学年・学年部

グランドデザインを基とし，PDCA サイクルを循環

させる。学年・学年部グランドデザイン作成の際

は，学校長の VSAM の共有（V：ビジョン，S：スト

ラテジー，A：アクション，M：メンタルモデル）

が必要となる（入江 2019）。また，迅速な対応を

迫られる事案については,OODA ループの理論（入

江 2019  Ob：見る Oｒ：わかる De：決める Ac：

動く）を取り入れながら，学年・学年部運営を行

う。ミドル層教員がリーダーとなり，学校の課題

解決に向けた方策を考え実行することで，学校運

営への参画意識が高まるとともに，達成感や成就

感を味わい，より自律的な研修の運営が可能にな

ると考える。中核教員として必要な資質・能力を

向上させるために，主体的な研修会を実施する。

各学年を「低学年部」「中学年部」「高学年部」の

３つにわけ，学年主任がそれぞれの学年部のリー

ダーとなり研修を行う「リーダー研修会」と，リ

ーダー研修会で立てた目標や方策を，OJT の機能

を生かしながら学年部において実践を行う「学年

部研修会」の２つの研修会を位置付ける。「リーダ

ー研修会」と「学年部研修会」は連動させながら

運営していく。中核教員育成研修では，教科・生

徒指導，学級経営,保護者対応等，同僚教員への指

導・育成，職場の活性化，学校ビジョンの構築へ

の参画，学校外部との折衝・対応などの内容に関

して目標設定，計画，実践，評価，改善をしてい

く。２つの研修会を連動させることで，広い視野

を持って学年部経営を行い，学年部の中心的な役

割を果たすための力量を向上させることができる。

そして，学年部運営を主体的に行うことで，学校

運営の担い手となる中核教員に成長することが可

能になると考える。 

 

３ 研究の目的 

 

ミドル層教員(教職経験７～13 年目)を中心と

した中核教員育成研修を通して，学校を活性化す

る人材育成の在り方を究明する。 

 

４ 研究の仮説 

 
ミドル層教員が「中核教員育成研修」の自律的

運営を行うことで，学校を活性化できる中核教員

の育成を図ることができるであろう（図２）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 仮説解明のための具体的方策 

 

(1)中核教員育成のための組織基盤づくり【１年次】 
①ミドル層教員の実態把握と，学年主任としての

マインドセットに向けた研修会の実施 

(2)PDCAサイクルとOODAループを循環させる中核

教員育成研修の計画的な実施【２年次】 

①VSAM の共有のための職員研修（P段階） 

②学年・学年部グランドデザインの作成・実施・

評価（P段階） 

③OJT シートによるミドル層教員の自己研鑽と， 

管理職面談での活用（P段階） 

④課題の発見と迅速な解決のための研修会の実施 

（D段階） 

⑤学年・学年部グランドデザインの修正および改 

善（CA 段階） 

 

６ 研究の実際 

 

(1)中核教員育成のための組織基盤づくり【１年次】 
①ミドル層教員の実態把握と，学年主任としての

マインドセットに向けた研修会の実施 

図２ 研究構想図 
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令和２年６月に「福岡県教職員育成指標」（福岡

県教育委員会）をもとに作成した，実態調査を行っ

た。ミドル層教員の調査結果は以下の通りであっ

た（図３）。 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

多くの項目で 2.5 を下回ることが分かった。 
特に「職場の活性化」や「同僚教職員への指導・

育成」に関して，数値が低いことがわかった。これ

は，学校の要として実践することに対し,意識が薄

く，ミドル層教員として求められる資質・能力に対

する認識が不十分であることがわかる。これらの

ことから，ミドル層教員が学校の要となり，学校を

活性化する中核教員へと成長する機会を設けるこ

との必要性が明らかになった。そこで，令和２年８

月に「これからの教員に求められるもの」という内

容で，職員を対象に研修会を行った（資料１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

この研修会では，事前に行っていた「中核教員チ

ェック」の結果を知らせ，学年主任としての課題に

ついて，ブレインストーミングやＫＪ法などを使

って考えていった。その中で以下のような点に意

識が向いていることがわかった(資料２)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年主任によるマインドセットでは，これまで

の経験や学年主任としての在り方を一度見つめ直

し，中核教員としてのあるべき姿を再構築するこ

とを目的とした。そして，学年主任，また，学校の

中核を担うためには，まずは，教員間の足並みをそ

ろえる必要性があることを感じていた。１年次は，

この「足並みをそろえる」ために，学年・学年部グ

ランドデザインを作成しPDCAサイクルを循環させ

ていった。 

(2)PDCA サイクルと OODA ループを循環させる「中

核教員育成研修」の計画的な実施【２年次】 

①VSAM の共有のための職員研修（P段階） 

年度当初の職員研修において，在籍校の VSAM に

ついて，全職員に説明し，共通理解を図った。職

員研修では，学校長が掲げるビジョンを達成する

ために，それぞれの学年部でめざす子ども像をキ

ーワード化し，教職員に示した。低学年では「学

校が楽しい」と思える子どもの育成を，中学年で

は「できた，わかった」という達成感や充実感を

持たせる子どもの育成，そして，高学年では中学

年を基に，自己成長感を味わうことができる子ど

もの育成を目指していくことを職員で確認してい

った。その後，研究者より学年・学年部グランド

デザインのフォーマットを提示し，作成していく

こととした。 

②学年・学年部グランドデザインの作成・実施・

評価（P段階） 

学校長の提案した学校経営目標を実現し，ミド

ル層教員の「学校ビジョン構築への参画」意識を

高めるため，学年・学年部グランドデザインを作

成した（資料３）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年・学年部グランドデザインには，学年部ご

とにめざす子ども像と，それを実現するための具

体的な取組を明確化していった。学校長が今年度

の最重点目標に掲げる「あいさつ」を中心に，「学

力」「体」「心」「主題研修との関連」「家庭・地域

との連携」について，各学年部での取組を具体化

資料３ 学年・学年部グランドデザイン 

図３ ミドル層教員の傾向 （４件法 Ｎ＝４） 

資料１ 研修会の様子 
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資料２ ＫＪ法による課題の分類結果 
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・学年でそろえるべきことそうでない
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ワークショップⅠ：「西小お宝人財バンク」について 
目的：校内の人材を発掘・活用できるよう人財バン

クを創設すること 

していった。また，取組を客観的に振り返ること

ができ，次の取組につながる改善策を考えること

ができるよう，評価表の作成も行った（資料４）。

評価項目や評価基準に関しては，ミドル層教員（リ

ーダー）を中心に学年部の教員で設定し，学年部

として取り組んだ内容についてプラスの評価がで

きるようにした。これは，「学校ビジョン構築の参

画」の資質・能力の向上を目的としている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③OJT シートによるミドル層教員の自己研鑽と，

管理職面談での活用（P段階） 

年度当初，ミドル層教員へアンケートを実施し

たところ「自己の力量を高めていきたい」という

意見が複数挙がった。そこで，ミドル層としての

力量を高め，成長するために，OJTシートを活用

することとした。OJT シートには，中核教員とし

て求められる「学校ビジョンの構築への参画」や

「職場の活性化」，「同僚教職員への指導」，「学校

外部との折衝・対応」の４つの資質・能力を視点

とし，授業力や学級・学年経営力，校務分掌等に

おける個別目標を設定し，実践を重ねることで，

中核教員へと成長していくことをねらいとした

（資料５）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このＯＪＴシートは，管理職面談の資料として

も活用するため，研究者はミドル層教員の取組に

ついて資料（コメントシート）を作成し（資料

６），管理職に提案した。この OJTシートの活用

し，管理職より助言や評価をもらうことで，ミド

ル層教員の取組に自信を持たせることや，次の実

践への意欲を向上させることも目的とした。この

OJT シートの作成や評価を通して，ミドル層教員

の個の成長を促していった。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④課題の発見と迅速な解決のための中核教員育成

研修の実施（D段階） 

令和３年 11月までに，リーダー研修会を８回 

実施した。リーダー研修会では，学年・学年部グ

ランドデザインや評価表の原案を作成したり，学

校や学年の課題をリーダーで共有したりすること

で，新たな取組について企画・立案していった。 

また，学年部研修会では，リーダー研修会で作

成した学年・学年部グランドデザインや評価表の

原案を審議することや，ミドル層教員から表出し

た各学年・学年部の課題について，学年部の教員

と熟議し，解決へ向けての取組を行った。その際，

ミドル層教員が，学年部研修会のファシリテータ

ーの役割を担い，円滑かつ自律的な研修会の運営

を行った。そのような中で，学年部研修会では，

緊急性を要する課題を共有し，解決に向けた取組

を行うことで，学年部がチームとして機能し，課

題解決を図っていくことをねらいとした。 

 その中で，PDCA サイクルと OODA ループを循環

させていった取組について述べていく。 

 

 

 

学年・学年部グランドデザインを作成する（P段

階）際，経験の浅い学年主任や若年教員から，学

資料４ 評価表 

資料５ ＯＪＴシート 

資料６ コメントシート 

「目標」「具体的方策」「「スケジュール」を記載 

 

アイデアが素晴らしいです。「お宝人財バンク」の「人財発掘シート」

は，Ｓ先生が自主的に作成してくださっていました。「あいさつ運動」

に関しても，Ｍ先生と協力して，子ども達が自然にあいさつする習慣

がつくには・・・を常に意識しながら取組を考えられていました。 
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級経営や授業作りに対する悩みが表出してきた。

若年教員の困り感を捉えた（Ob）ミドル層教員か

ら，気軽に相談できる体制を校内に作ることがで

きないかという意見が第３回リ―ダ―研修会で挙

がった。しかし，どの教員がどのような相談に乗

れるかが明確でない（Or）ため，それぞれの教員

の得意分野を明確にできるよう「西小お宝人財バ

ンク」を設立してみてはどうかというアイデアが

生まれた（De)。さらに，人財バンクを実現するた

めには，全職員の共通

理解を図る必要があ

るとミドル層が考え，

夏季職員研修会の時

間を活用して，得意分

野を掘りおこすため

の研修を計画して

いくことを，第４

回リーダー研修会

で協議していった（資料７）。そして，ミドル層が

企画・運営の中心となりながら，演習を交えた夏

季職員研修会が実施（Ac）された（資料８）。夏季

職員研修会後の第６回リーダー研修会で，人財バ

ンクをまとめていった。（資料９） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，この人財バンクを作成したことで，若年

研修担当者のミドル層教員から「若年教員研修で

人財バンクを活用したい」と申し出があった。困

り感を抱えている

若年教員が課題を

解決するために，一

覧表を使って，ベテ

ラン教員やミドル

層教員に相談を行

っていく姿が見ら

れた（資料 10）。人

財バンクのシステムが，メンタリングの機能を果

たす役割になっている。これらの研修を通して「職

場の活性化」や「同僚教職員の指導・育成」の資

質・能力を向上させている姿と捉えることができ

る。 

 

 

低学年部研修会を実施していく中で，１年生担

任の学級経営や学年経営がうまくいっていない実

態（Ob）を把握した２年生学年主任（ミドル層教

員）が，授業作りに課題があることを指導方法工

夫改善教員との話し合いの中（資料 11）で捉え（Or）

週に２回の低学年部研修会の時間を活用し，低学

年部で教材研究を実施していくことを提案（De）

した。そして，毎週水・金曜日の放課後に，低学

年部で教材研究会を実施（Ac）している(資料 12)。 

この研修を通して，「同僚教職員への指導・育成」

への意識が高まっている姿が見られた。 

 

 

 

学校長の掲げる学校経営目標の最重点項目の

「あいさつ」について，「いつでも，どこでも，誰

にでも」気持ちのよいあいさつができる子どもが

少ないという課題を感じた（Ob）ミドル層教員が，

あいさつに関する取組を全校で行うことができな

いか（Or）と，リーダー研修会の中で意見が挙が

った。そこで，児童会を中心に「朝のあいさつ運

動」を行っていくことを，リーダー研修会や高学

年部研修会の中で決定

し（De），10 月 11 日よ

り，第１回あいさつ運

動が実施（Ac）された

（資料 13）。活動を進め

る中で，全校的な取組

にするためには，取組

を拡大していく必要

があると感じたミド

ル層教員が，児童会の子ども達に働きかけ,委員会

資料７ 第４回リーダー研修会

の様子 

ワークショップⅡ：低学年部の授業研究について 
目的：低学年部教員の授業力向上をめざすこと 

資料 11 話し合いの様子 資料 12 低学年部授業 

研究会の様子 

資料 10 人財バンクの活用 

ベテラン教員 

若年教員 

資料８ 夏季研修会の様子 

ミドル層

教員 

資料９「西小お宝人財バンク」（一部抜粋） 

ワークショップⅢ：「朝のあいさつ運動」について 
目的：「いつでも，どこでも，誰にでも」気持ちのよ

いあいさつができる子どもを育成すること 

資料 13 あいさつ運動の様子 
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級経営や授業作りに対する悩みが表出してきた。
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ら，気軽に相談できる体制を校内に作ることがで

きないかという意見が第３回リ―ダ―研修会で挙

がった。しかし，どの教員がどのような相談に乗
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の得意分野を明確にできるよう「西小お宝人財バ

ンク」を設立してみてはどうかというアイデアが

生まれた（De)。さらに，人財バンクを実現するた

めには，全職員の共通

理解を図る必要があ

るとミドル層が考え，

夏季職員研修会の時

間を活用して，得意分

野を掘りおこすため

の研修を計画して

いくことを，第４

回リーダー研修会

で協議していった（資料７）。そして，ミドル層が

企画・運営の中心となりながら，演習を交えた夏

季職員研修会が実施（Ac）された（資料８）。夏季

職員研修会後の第６回リーダー研修会で，人財バ

ンクをまとめていった。（資料９） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，この人財バンクを作成したことで，若年

研修担当者のミドル層教員から「若年教員研修で

人財バンクを活用したい」と申し出があった。困

り感を抱えている

若年教員が課題を

解決するために，一

覧表を使って，ベテ

ラン教員やミドル

層教員に相談を行

っていく姿が見ら

れた（資料 10）。人

財バンクのシステムが，メンタリングの機能を果

たす役割になっている。これらの研修を通して「職

場の活性化」や「同僚教職員の指導・育成」の資

質・能力を向上させている姿と捉えることができ

る。 
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表２ 授業研究 単元表 

資料 15 指導案審議の様子 

資料 17  学年・学年部グランドデザイン修正 

の正副委員長に参加

を要請するために，

臨時委員長会議を開

き(資料 14)，高学年

の子ども達も参加を

することが決まっ

た。第１回あいさつ

運動が終了した後，

ミドル層教員が児童

会の子ども達に課題を話し合わせた結果，今後も

継続してあいさつ運動を実施していくことの必要

性を確認し，11 月 29 日より「第２回あいさつ運

動」が実施された。また子ども達にあいさつの大

切さが継続するよう，児童会で啓発ＶＴＲが作成

された。３学期は，さらに取組を拡大した「第３

回あいさつ運動」を実施する予定である。この研

修を通して「職場の活性化」や「学校ビジョン構

築への参画」の意識が高まっている姿が見られた。 

 

 

 

 

 在籍校の主題研究が算数科の研究を行っており，

「既習を生かす」授業作りを着眼に据えているこ

と（Or）から，研究主任と連携を取り，指導案の

作成から審議，授業後の協議会に至るまで，各学

年部で実施する(Ac)こととした（表２）。指導案審

議では，２年間を俯瞰した教材解釈だけでなく，

６年生や中学校での学習を見据え，当該学年で何

を押さえないといけないのかについて，ミドル層

教員を中心に話し合いが進められていった。また，

ベテラン教員の指導・助言を受けながら，授業作

りが進められていった（資料 15）。 

 

学年部 単    元 

低学年部 かたちづくり 三角形と四角形 

中学年部 分数 分数 

高学年部 変わり方 比例と反比例 

 

 

 

 

 

 

 

低学年部の授業後には，低学年部の教員から１

年生担任に対し，「授業の目的を明確に持つこと」

や「算数的価値のあることを子どもの活動の中か

ら引き出すこと」，「低学年で具体的操作をさせて

おくことが，高学年での『対称な図形』の作図の

ときに生きること」，「学習規律の大切さ」など，  

授業の根幹に関することや算数科の系統性につい

てアドバイスをする姿が見られた（資料 16）。こ

れらの研修を通して,「同僚教職員への指導・育成」

の意識の高まりが見られるようになってきた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤学年・学年部グランドデザインの修正および改

善策の実施（CA 段階） 

 令和３年９月に，学年・学年部グランドデザ 

インの見直しを学年部研修会の中で実施した。高

学年部からは，学校評価（自己評価）において数

値が低かった「あいさつ」の取組に対し，対応策

を考え，学年・学年部グランドデザインに高学年

部としての取組が付加された（資料 17）。その具

体的な取組として前述した「第２回あいさつ運動」

を全校的に広げていくことが，高学年を中心に行

われていった。（ワークショップⅢ参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 全体考察 

 

４回のアンケートを実施した。アンケート結果

から，中核教員としての資質・能力が向上したこ

とがわかった。特に，「同僚教職員への指導・育成」

「学校ビジョン構築への参画」に関しては，3.0 ポ

イントを超える結果となった（図４)。これは，リ

ーダー研修会や学年部研修会などを通して，あい

さつ運動や人財バンクなどの新たな企画をミドル

層教員自身が企画，提案，実施できたことが有効

であったと考える。また，主題研究や授業作りな

ワークショップⅣ：主題研究との連動について 
目的：主題研究（算数科）において，各学年部で

既習事項を生かし，系統性を踏まえた授業
作りを行うこと 

資料 16 授業後にアドバイスをするミドルの様子 

高学年部で活動する時間を設け， 
それぞれの学年で高め合うことが 
できるようにする。 

資料 14 臨時委員長会議の 

様子 
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表４ ミドル層教員のアンケート比較（一部抜粋） 

 

どにおいて，学年部で協議を深めた結果，学年部

での関わりが密になったことも有効であったと考

える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，学年主任としての意識の変化を図るため，

アンケート調査を実施した結果，以下の項目にお

いて大きな意識の変容が見られた（表３）。 

 

 

項    目 4月 12月 

①校長の示す教育目標が具現化できるよう，

具体的な数値や行動レベルで学年部経営

目標を立案していますか。 

2.5 3.3 

 

③子どもが抱える課題について，学年部の教

員と一緒に情報を収集していますか。 

2.8 

 

3.5 

㉕学年部の教員に，授業作りや教室掲示など

手本となるような実践に取り組んでいま

すか。 

2.5 3.3 

①㉕の項目に関しては，平均 0.8ポイント，③

の項目は，平均 0.7ポイント上昇していた。ま

た，ミドル層教員に実施した年度当初のアンケー

トと 12月の聞き取りを比較することで，学年部 

で協働して取り組むことへの意識の向上的変容を

見取ることができた（表４）。これは，学年・学

年部運営に際し，ミドル層教員が中心となり，学

年・学年部グランドデザインを作成，実施，評価

したことや，中核教員育成研修で協議し，ミドル

層教員が中心となりながら授業実践や新たな取組

を企画・運営したことが有効であったと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 成果と課題 

 

【成果】 

〇中核教員育成研修を通して，学校の課題や解決

の方策などを検討することで，ミドル層が学校

の課題を捉えることができるようになった。 

〇自律的な中核教員育成研修を通して，ミドル層

が学校運営に参画することで，「中核教員」と

しての資質・能力が向上した。 

〇学年・学年部グランドデザインを作成し，取組

を行っていくことで，PDCA サイクルや OODAル

ープを循環させ，学校を活性化させようとする

行動が増えている。 

【課題】 

〇「学校外部への折衝・対応」に関しては，ＧＴ

や地域との連携ができるよう年度末に調整し，

新年度当初から計画的に取り組むこと 

〇中核教員育成研修を，校外研修と連動を図り，

研修体制をシステム化し，継続させていくこと 
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図４ 中核教員チェック 結果の変容 
（１８項目 N＝４ 4件法） 

表３ 学年主任アンケート結果の変容  
（２５項目 N＝４ 4件法） 

Ｒ３ ４月：「言われたことをする」だけにとどまっていて，学 
年主任や他の教員と協力して新たな企画をすることができてい

ない。学年部でやりたいことをそれぞれの教員が持っているは

ずだが，実践まではつながっていない。 
Ｒ３ 12 月：新たな取組である「あいさつ運動」は，研修会の 
中で話し合い，学年部の先生方のアイデアを生かしながら実施 
できたことがよかった。主題研究を学年部で考えたことで， 
 

日々の授業実践などについても，学年部の先生と協力したり  
（子どもを派遣したり）相談したりする姿も見られるようにな 
ったことは，学校全体がチームになってきたと思う。 
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